
災害時避難行動円滑化事業について 

(1) 専門機関による避難訓練のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発

避難ステップに応じて４種類の訓練プログラムを開発

【プログラム】 訓練・研修用教材としてDVD・冊子を作成予定

(2) 避難に関する基礎知識や声かけ人材養成に関する研修

府内12カ所で座学形式の研修を各市町村と調整して開催

(3) 訓練に必要な資機材等購入経費を消防団(分団等)へ交付

避難訓練プログラムを実施する消防団へ、訓練実施経費※を支援

※上限１００万円とし、４社以上の地元事業所の参加が条件

内  容 

スケジュール

その他

Ｑ１．訓練の実施に対する交付金の対象経費はど

うか

→訓練実施計画に基づき行われる訓練に付随

し、新たに必要となる資機材・用品

ただし、国の「消防団設備整備費補助金」

の対象となる資機材は本交付金の対象外

Ｑ２．訓練の実施に対する交付金を１市町村内で

２地域以上申請は可能か？

→申請制限は設けません。

ただし、申請数全体の予算調整具合から、

選考は１地域のみの場合があります。

日程 研修企画 避難訓練プログラム 

５月 委託事業者等との調整 

５月末～８月 

実施市町村調整 

準備（講師、会場の確保） 

訓練プログラム開発 

実施地域募集 

応募・交付金申請書の提出 

交付金の決定通知送付 計画策定・研修実施 

９月～１月 研修実施（地域毎に順次） 訓練実施（地域毎に順次） 

２月上旬 訓練を実施した消防団は、実績報告書を提出 

基礎演習 

実働訓練 

【ステップ１】 

情報入手 

【ステップ２】 

情報活用 

【ステップ３】 

行動開始 

訓練プログラム 

【訓練内容】 
○防災情報の収集・共有・
活用訓練

○実際の情報伝達手段を
用いた伝達訓練

①情報伝達訓練

【訓練内容】 
○声掛け体制の拡充
○防災情報を活用した避難の
声掛け訓練

②声掛け人材によるプッシュ型
避難誘導訓練

【訓練内容】 
○想定に応じたタイムラインの
実践

○振り返り、タイムラインの
ブラッシュアップ（見直し）

③タイムライン活用避難訓練

【訓練内容】 

○要支援者の把握・共有、支援方法の検討
○要支援者マップの作成
○要支援者の避難誘導訓練

④避難行動要支援者実働避難訓練
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